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Ｖａｒ３．０ 

御使用の前に必ず本取扱説明書をよく読んで理解して、安全の為の

指示に従って下さい。 

もし、不明点が有れば販売店か弊社におたずね下さい。 
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Ｖａｒ３．０ 

御使用上の注意事項 

必ずお守り下さい（安全にお使いいただくために） 

 

警告 
 

◇ 内部に液体をこぼしたり、燃え易い物や金属類を落としてはいけません。 

（火災や感電、故障の原因となります。） 
 

◇ 煙が出たり、異常音、臭気などに気が付いたときは、すぐに電源コードを抜い

て販売店に御連絡下さい。 
 

注意 
 

◇ 電源プラグの接続が不完全なまま使用しない。 

（感電やショート、火災の原因となります。） 
 

◇ 電源コードを引っ張ったり、重いものをのせたりしない。 

（電源コードが損傷し、火災や感電の原因となります。） 
 

◇ 電源コードを引っ張ってコンセントから抜かない。 

（感電やショート、火災の原因となります。） 
 

◇ 仕様にて規定された電源電圧以外では使用しない。 

（火災や感電の原因となります。） 
 

お願い 
 

◇ 風通しの悪い所に置いたり、布などで通風孔を塞いだりしないで下さい。 

（故障の原因となります。） 
 

◇ 次の様な所には置かないで下さい。 

湿気の多い所、油煙や湯気の当たる所、直射日光の当たる所、熱器具の近く 

埃の多い所、強い磁気のある所、極端に寒い所、極端に暑い所、激しい振動の

ある所 

安定しない台の上、傾いた所 

（故障の原因となります。） 
 

 ２



Ｖａｒ３．０ 

１．主な機能と特徴 

◇アルビクス・マルチビューワは、ＳＤＩ信号を入力し、 

HD-SDI モニタなどの高解像度モニタに分割表示することができます。 

 

◇ＨＤ－ＳＤＩ（１０８０ｉ）出力が可能なので、高画質デジタル信号の伝送が 

可能です。 

  また、デュアルリンクＨＤ－ＳＤＩ（１０８０ｐ）での伝送も可能です。 

 

◇入力は、ＳＤ／ＨＤ－ＳＤＩ（自動判別）で、 

エンベデッドオーディオに対応し、最大８chのオーディオレベルバーを合成すること

ができ、目視による音声の確認ができます。 

 

◇１２種のサイズより子画面を構成できます。（混合可能） 

 

◇チャンネル名称は、最終段でのＪＰＥＧファイルでのキー合成機能で実現しますので、

文字やフォントを選びません。 

 

◇筐体は、２Ｕでコンパクトです。電源はリダンダントでフロントメンテナンス。 

 

◇外部制御は LANインターフェイスを装備しています。 

 ３



Ｖａｒ３．０ 

２．仕様 

筐体 

外部制御 

１００ＢＡＳＥ－ＴＸ ＬＡＮインターフェイス 

ＴＣＰ／ＩＰソケット 

※Ｉ／Ｏ－４Ｃ搭載の筐体のみ外部制御可能 

メンテナンス 前面より、基板、電源、ファンユニットの交換が可能 

リダンダント方式 
電源電圧 

ＡＣ１００～２４０Ｖ内部自動切換え（５０／６０Ｈｚ） 

外形寸法 
Ｗ４３０ × Ｈ８８ × Ｄ５２２ ｍｍ 

２Ｕラックマウントサイズ（突起を含まず） 

基板 

スロット数 
４スロット 

重  量 約１８ｋｇ 

消費電力 約１９０Ｗ 

 

Ｉ／Ｏ基板 

信号形式 
SD-SDI SMPTE259M-C 480i[D1] 

HD-SDI SMPTE292M 1080i 

入力接栓 ＢＮＣコネクタ 映像入力 

入力信号数 
４系統 

※Ｉ／Ｏ－２は２系統 

信号形式 １０８０ｐデュアルリンク 

入力接栓 ＢＮＣ 
チェイン信号 

入力 
入力信号数 ２系統 

信号形式 １０８０ｐデュアルリンク 

入力接栓 ＢＮＣ 
チェイン信号 

出力 
出力信号数 ２系統 

 ４



Ｖａｒ３．０ 

 

出力基板 

信号形式 １０８０ｐデュアルリンク 

入力接栓 ＢＮＣ 
チェイン信号 

入力 

入力信号数 ２系統 

ＲＧＢ信号 

信号形式 Ｒ，Ｇ，Ｂ，Ｈ，Ｖ 

出力解像度 

（有効画像領域） 

１９２０×１０８０（１０８０ｐ） 

１６８０×９４５（ＷＳＸＧＡ＋） 

１２８０×７２０（ＷＸＧＡ） 

１６００×１２００（ＵＸＧＡ） 

１４００×１０５０（ＳＸＧＡ＋） 

１２８０×９６０（ＳＸＧＡ） 

１０２４×７６８（ＸＧＡ） 

出力接栓 
高密度Ｄ－Ｓｕｂ１５ｐｉｎ×１ 

ＤＶＩ－Ｉ（デジタルのみ出力）×１ 

アナログ映像信号レベル ０．７Ｖp-p ７５Ω 

同期信号レベル ＴＴＬレベル（負極性） 

ＨＤ－ＳＤＩ信号 

信号形式 チェイン入力Ａのバッファスルー 

出力接栓 ＢＮＣ 

出力信号数 １系統 

ＳＤ－ＳＤＩ信号、ＶＢＳ 

信号形式 
SMPTE259M-C 480i 

ＮＴＳＣコンポジット 

表示方式 

スクイーズ 

サイドパネル付加 

レターボックス 

フル 

出力接栓 ＢＮＣ 

映像出力 

出力信号数 ＳＤ－ＳＤＩ、ＶＢＳ各１系統 

 

 ５



Ｖａｒ３．０ 

３．各部の名称と機能 

＜フロントの機能１＞ 

 

 ① ② 

① 電源ユニット

 電源ユニッ

 

② 電源ユニット

 電源ユニッ

 

 

＜フロントの

 

 

③ 電源ユニット

 電源ユニッ

 

④ 電源ユニット

 電源ユニッ

 

 

※パワースイッ
１ パ

ト１の

２ パ

ト２の

機能２

１ パ

ト１の

２ パ

ト２の

チはフ
ワーインジケータ 

動作状態をＬＥＤで表します。 

ワーインジケータ 

動作状態をＬＥＤで表します。 

（フロントパネルを開いた状態）＞ 

 

ワー

電源

ワー

電源

ロント
③ ④

スイッ

をＯＮ

スイッ

をＯＮ

パネル
チ 

／ＯＦＦします。 

チ 

／ＯＦＦします。 

を開いた状態で操作可能です。 

 ６



Ｖａｒ３．０ 

＜筐体リアパネルの機能＞ 

⑥ ① ②
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
④

 

① UNIT CHAIN OUT コネクタ 

 複数のユニットでシステムを構成する場合、

接続します。 

   ※詳細は 接続方法 を参照してください。 

 

② UNIT CHAIN IN コネクタ 

 複数のユニットでシステムを構成する場合、

接続します。 

   ※詳細は 接続方法 を参照してください。 

 

③ UNIT CHAIN ID 設定スイッチ 

 ユニットＩＤを指定するディップスイッチで

 複数のユニットでシステムを構成する場合、

設定してください。 

   ※詳細は 接続方法 を参照してください。 

 

④ ＥＴＨＥＲ コネクタ（１０／１００ＢＡＳＥ－

 イーサネット・ネットワークから制御する場

 ※ピンアサインについては 外部制御仕様 を

 

⑤ ＰＯＷＥＲ ＵＮＩＴ１ 

 電源ユニット１のＡＣ入力（３Ｐインレット

 

⑥ ＰＯＷＥＲ ＵＮＩＴ２ 

 電源ユニット２のＡＣ入力（３Ｐインレット

 

 ７
③

他のユニットのUNIT CHAIN IN

他のユニットのUNIT CHAIN OU

す。 

ユニットＩＤが重複しないように

Ｔ） 

合に接続します。 

参照してください。 

）です。 

）です。 
⑤ 

へ 

Tから 

 



Ｖａｒ３．０ 

＜Ｉ／Ｏ基板 背面の機能＞ 

1 3 4
H D /S D -S D I IN

2A B A
H D -S D I O U T

B
C H A IN  H D -S D I IN  

 

 

 
⑤ ② ①

 

① CHAIN HD

 他のＩ／

 

② CHAIN HD

 他のＩ／

 

③ CHAIN HD

 他のＩ／

 

④ CHAIN HD

 他のＩ／

 

⑤ HD/SD-S

 ＨＤ／Ｓ

 

＜Ｉ／Ｏ基板 

 

 ⑥
 

筐体のフロント

 

⑥ メンテナン

使用しませ

 

⑦ ロータリス

  使用しませ

 

⑧ テストモー

  通常使用時

  ０以外を指
 

-SDI I

Ｏ基板

-SDI I

Ｏ基板

-SDI O

Ｏ基板

-SDI O

Ｏ基板

DI IN １

Ｄ－Ｓ

前面の機

⑦ 

パネル

スコネク

ん。 

イッチ 

ん。 

ド切替ス

は０を

定した
③

N Aコネ

からのH

N Bコネ

からのH

UT Aコ

または出

UT B コ

または出

～４ コ

ＤＩ映像

能＞ 

 ⑧ 

を開くと

タ 

イッチ 

設定して

場合、外
 ④

クタ 

D-SDI O

クタ 

D-SDI O

ネクタ

力基板の

ネクタ

力基板の

ネクタ 

信号を入

 

上の図の

ください

部の制御
UT Aを接続します

UT B を接続します

 

HD-SDI IN A へ接

 

HD-SDI IN B へ接

力します。 

ようにロータリスイ

。 

に関係なくテストモ

 ８
。 

。 

続します。 

続します。  
ッチが配置されています。 

ードで動作します。 



Ｖａｒ３．０ 

＜出力基板 背面の機能＞ 

CHAIN HD-SDI IN HD-SDI OUT SD-SDI OUT VBS OUT ANALOG RGB OUT DVI OUT

A B

 
 

 

 

① 

 

① CHAIN HD

 Ｉ／Ｏ基

 

② CHAIN HD

 Ｉ／Ｏ基

 

③ HD-SDI O

 HD-SDI

 

④ SD-SDI O

 SD-SDI

 

⑤ VBS OUT

 VBS出力

 

⑥ ANALOG

 アナログ

 

⑦ DVＩ OU

 DVI 出力

 

＜出力基板 前

 

 ⑧
 

筐体のフロント

 

⑧ メンテナン

   使用しま

 

⑨ ＳＤモニタ
ＳＤ－ＳＤ

  ※詳細につ

 

⑩ 出力画面サ

   DVI 及び

設定します

  ※詳細につ

 

 

-SDI I

板の C

-SDI I

板の C

UT コ

出力コ

UT コネ

出力コ

 コネク

コネク

 RGB O

RGB出

T コネク

コネク

面の機能

 ⑨

パネル

スコネク

せん。 

縦横比

Ｉ出力

いては

イズ切替

アナログ

。 

いては
② 

N Aコネ

HAIN H

N B コネ

HAIN H

ネクタ 

ネクタで

クタ 

ネクタで

タ 

タです。

UT コネ

力コネ

タ 

タです。

＞ 

 ⑩ 

を開くと

タ 

切替スイ

及びＶＢ

表を参照

スイッ

RGBの

表を参照
③ ④

クタ 

D-SDI O

クタ 

D-SDI O

す。 

す。 

 

クタ 

クタです

 

 

上の図の

ッチ 

Ｓ出力の

してくだ

チ 

出力解

してくだ
UT Aを

UT B を

。 

ように

表示方式

さい。

像度、Ｓ

さい。

９

⑤

接続します

接続します

ロータリスイ

を設定しま

 

Ｄ－ＳＤＩ

 

 

⑥

。 

。  

ッチが配置され

す。 

出力及びＶＢＳ
⑦ 
ています。 

出力の表示方式を 
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アナログＲＧＢ／ＤＶＩ出力解像度（有効画像領域） 

出力画面サイズ

切替スイッチ 

名称 Ｈ Ｄｉｓｐ(dot) Ｖ Ｄｉｓｐ(line) 縦横比 

０ １０８０ｐ １９２０ １０８０ １６：９

１ ＷＳＸＧＡ＋ １６８０ ９４５ １６：９

２ ＷＸＧＡ １２８０ ７２０ １６：９

３ ＵＸＧＡ １６００ １２００ ４：３

４ ＳＸＧＡ＋ １４００ １０５０ ４：３

５ ＳＸＧＡ １２８０ ９６０ ４：３

６ ＸＧＡ １０２４ ７６８ ４：３

 

ＳＤ－ＳＤＩ／アナログＶＢＳの表示方式 

ＳＤモニタ縦横比 

切替スイッチ 

モニタ縦横比

設定 

アナログＲＧＢ 

ＤＶＩ出力の縦横比

表示方式 

１６：９ スクイーズ 
０ １６：９ 

４：３ サイドパネル付加 

１６：９ レターボックス 
１ ４：３ 

４：３ フル 

 

※上記以外の設定を行わないでください。 

 １０



Ｖａｒ３．０ 

４．接続方法 

 
ID=０を設定（デフォルト） 

ID=１を設定 
 

入力チャンネル数について 

上の図は２４チャンネルを入力する場合の接続例です。 

 入力チャンネル数が１ユニットに搭載可能な数を上回った場合、複数のユニットをＣＡＴ５スト

レートケーブルで接続してシステムを構成することが可能です。 

 

ＩＤスイッチの設定方法について 

Ｉ／Ｏ－４Ｃが搭載されているユニットのＩＤは０を設定してください。 

それ以外のユニットは、接続順にＩＤを１から順番に設定してください。 

 

 

 

 ◆構成例１（出力基板なし構成） 

  

 

↓
1

2
OFF

1 3 4
H D /S D -S D I IN

2A B A
H D -S D I O U T

B
C H A IN  H D -S D I IN

1 3 4
H D /S D -S D I IN

2A B A
H D -S D I O U T

B
C H A IN  H D -S D I IN

1 3 4
H D /S D -S D I IN

2A B A
H D -S D I O U T

B
C H A IN  H D -S D I IN

IN

O U T

ID

U N IT  C H A IN

E T H E R

1
0
0
～
2
4
0
V
 A
C

P O W E R
U N IT 1

P O W E R
U N IT 2

1 3 4
H D /S D -S D I IN

2A B A
H D -S D I O U T

B
C H A IN  H D -S D I IN

 
 

 １１
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 ◆構成例２（２６入力ボード筐体×２＋出力ボード筐体×１） 

     ※２６入力ボード筐体と出力ボード筐体での、内部通信用接続は不要です。 

 

 

↓
1

2
OFF

1 3 4
H D /S D -S D I IN

2A B A
H D -S D I O U T

B
C H A IN  H D -S D I IN

1 3 4
H D /S D -S D I IN

2A B A
H D -S D I O U T

B
C H A IN  H D -S D I IN

1 3 4
H D /S D -S D I IN

2A B A
H D -S D I O U T

B
C H A IN  H D -S D I IN

IN

O U T

ID

U N IT  C H A IN

E T H E R

1
0
0
～
2
4
0
V
 A
C

P O W E R
U N IT 1

P O W E R
U N IT 2

↓
1

2
OFF

1 3 4
H D /S D -S D I IN

2A B A
H D -S D I O U T

B
C H A IN  H D -S D I IN

IN

O U T

ID

U N IT  C H A IN

1
0
0
～
2
4
0
V
 A
C

P O W E R
U N IT 1

P O W E R
U N IT 2

1 3 4
H D /S D -S D I IN

2A B A
H D -S D I O U T

B
C H A IN  H D -S D I IN

1
H D /S D -S D I IN

2A B A
H D -S D I O U T

B
C H A IN  H D -S D I IN

1 3 4
H D /S D -S D I IN

2A B A
H D -S D I O U T

B
C H A IN  H D -S D I IN

↓
1

2
OFF

1 3 4
H D /S D -S D I IN

2A B A
H D -S D I O U T

B
C H A IN  H D -S D I IN

1 3 4
H D /S D -S D I IN

2A B A
H D -S D I O U T

B
C H A IN  H D -S D I IN

1 3 4
H D /S D -S D I IN

2A B A
H D -S D I O U T

B
C H A IN  H D -S D I IN

IN

O U T

ID

U N IT  C H A IN

E T H E R

1
0
0
～
2
4
0
V
 A
C

P O W E R
U N IT 1

P O W E R
U N IT 2

↓
1

2
OFF

1 3 4
H D /S D -S D I IN

2A B A
H D -S D I O U T

B
C H A IN  H D -S D I IN

IN

O U T

ID

U N IT  C H A IN

1
0
0
～
2
4
0
V
 A
C

P O W E R
U N IT 1

P O W E R
U N IT 2

1 3 4
H D /S D -S D I IN

2A B A
H D -S D I O U T

B
C H A IN  H D -S D I IN

1
H D /S D -S D I IN

2A B A
H D -S D I O U T

B
C H A IN  H D -S D I IN

1 3 4
H D /S D -S D I IN

2A B A
H D -S D I O U T

B
C H A IN  H D -S D I IN

↓
1

2
OFF

IN

O U T

ID

U N IT  C H A IN

1
0
0
～
2
4
0
V
 A
C

P O W E R
U N IT 1

P O W E R
U N IT 2

D V I O U TA N A L O G  R G B  O U T
A

C H A IN  H D -S D I IN
B

V B S  O U TH D -S D I O U T S D -S D I O U T

D V I O U TA N A L O G  R G B  O U T
A

C H A IN  H D -S D I IN
B

V B S  O U TH D -S D I O U T S D -S D I O U T

 
 

 １２
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５．設定について 

◇出力モニタ設定 

 出力基板が有る場合： 

  ＲＧＢモニタ、ＤＶＩモニタに出力可能です。 

  ＲＧＢモニタやＤＶＩモニタが４：３の場合、設定ツールでレイアウト設定を「４：３」に

設定しレイアウトを行います。 

  ＲＧＢモニタやＤＶＩモニタが１６：９などの場合、設定ツールでレイアウト設定を「１６：

９」に設定しレイアウトを行います。 

 

 出力基板が無い場合： 

    ＨＤ－ＳＤＩモニタに出力可能です。 

  設定ツールでレイアウト設定を１６：９設定でレイアウトを行います。 

 

 

◇各チャンネルレイアウト設定 

 子画面のレイアウトは、設定ツールで画面配置（座標、マウス操作）や 

 画面サイズ選択でレイアウトを行います。 

 

◇背景設定 

 ＪＰＥＧファイルを背景として合成することが可能です。 

 ＪＰＥＧファイルサイズは１９２０×１０８０（MAX）です。 

 レイアウト設定が４：３の場合、１４４０×１０８０のエリアが表示されます。 

 

 

◇プリセット設定 

２個のレイアウトをプリセットに保存し選択可能です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
プリセット１のレイアウト プリセット２のレイアウト 
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Ｖａｒ３．０ 

◇各チャンネル詳細設定 

各チャンネルには、ボード番号＋チャンネル番号で指定し、設定を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 表示設定 

  該当チャンネルを表示、非表示に設定します。 

 

② アスペクト設定 

   該当チャンネルのアスペクトを設定します。 

   HD入力時 ４：３設定はサイドカットとなります。 

   SD入力時 １６：９設定はスクイーズとなります。 

 

③ フィルタ設定 

  フィルターにより画質を調整します。 

 

④ チャンネル名称設定 

  チャンネル名称のみ、チャンネル番号とチャンネル名称、チャンネルロゴ（JPEG）とチ

ャンネル番号とチャンネル名称または、チャンネル名称部分にJPEG（１２８０×１５２）

ファイルを貼り付けることも出来ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 チャンネル番号とチャンネル名称 チャンネル名称のみ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 チャンネル名称に JPEGを貼り付け チャンネルロゴとチャンネル番号とチャンネル名称 
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Ｖａｒ３．０ 

◇チャンネル名称選択設定 

入力チャンネルに対し、５個のｃｈ名称を持ちます。 

設定ツールで編集した４個（名称選択 １～４）と 

コマンドにより入力可能な１個（名称選択 ０）で合計５個が有ります。 

入力チャンネルに対し、コマンドにて、５個のうちどれかを指定します。（ｃｈ名称選択コマンド） 

５個目のｃｈ名称（名称選択 ０）は設定ツールを用いず、コマンドで編集可能。 

（ｃｈ名称設定コマンド） 

  

 

 

名称 “０”  コマンドにて編集        

コマンド編集可能

 

 

 

 

 

名称 “１” 設定ツールを使用       

 

名称 “２”  設定ツールを使用   

 

名称 “３”  設定ツールを使用   

 

名称 “４”  設定ツールを使用   

 

 

 

 

 

◇チャンネル名称ON/OFF 

＜概要＞ 

ｃｈ名称選択ＯＮ／ＯＦＦコマンドでパラメータを“０”を指定した場合は、ｃｈ名称が非表示になりま

す。 

 

＜設定値が“１”の場合表示＞             ＜設定値が“０”の場合非表示＞ 
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Ｖａｒ３．０ 

◇枠、ＢＡＳＥ色設定 

  枠：色とＢＬＩＮＫ（点滅）設定が可能です。 

  ＢＡＳＥ：色とＢＬＩＮＫ（点滅）設定が可能です。 

  チャンネル背景色は、任意設定かＢＡＳＥと同色設定が可能です。 

 

 

◇ 音声表示数設定 

  音声グループ１（４ｃｈ分）とグループ２（４ｃｈ分）合計８ｃｈを表示可能です。  

 

 

  自動：グループ１とグループ２両方が有る場合、８ｃｈを表示 

      グループ１だけが有る場合、グループ１の４ｃｈを表示 

      グループ２だけが有る場合、グループ２の４ｃｈを表示 

  ４ グループ１表示：グループ１の４ｃｈを表示 

  ４ グループ２表示：グループ２の４ｃｈを表示 

  ８ グループ１、２表示：グループ１と２の８ｃｈを表示 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 グループ１とグループ２の両方、８chを表示した場合 グループ１または、グループ２の４chを表示した場合 
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Ｖａｒ３．０ 

◇ コメントウィンドゥ機能 

 ＜概要＞ 

分割画面にコメントウィンドゥを配置しウィンドゥ内にコメントを挿入します。 

 

 ＜仕様＞ 

６個のコメントウィンドゥを持ちます。同時表示が可能 

各コメントの内容（文字）、下地色、文字色、非表示、位置をコマンドで設定する。 

１個のコメントウィンドゥのサイズは、２５６ｄｏｔ×３２ｄｏｔ（２５分割のｃｈ名称とほぼ同じ大きさ） 

全角１２文字分となります。全角と半角文字を使用可能です。 

 

＜イメージ図＞ 
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Ｖａｒ３．０ 

◇ マルチビューワにて、設定ソフトを用いずチャンネル名称を変更する方法 

 

操作の流れは、以下の通り。 

①ｃｈ名称の画像ファイルを作成します。 

②規定のファイル名にします。 

③マルチビューワにＦＴＰ転送でファイルを送ります。 

④更新コマンドで実際の動作に反映します。 

 

 

① ｃｈ名称画像を作成します。 
ｊｐｇファイルを作成します。 

子画面のサイズにより必要なｃｈ名称画像のサイズが異なります。 

サイズについては、付録１．チャンネル名称ファイルサイズ表を参照願います。 

 

② 規定のファイル名にします。 

  作成した画像ファイルにファイル名を以下の規約に従って指定します。 

   

  ・チャンネル名称番号１の場合 

   ｃｈ＊＊＿＊＊．ｊｐｇ 
    

ボード番号 チャンネル

番号 

子画面 

サイズ 

 

 

 

  ・チャンネル名称番号２～４の場合 

   ｃｈ＊＊＿＊＊＿＊ｊｐｇ 

チャンネル名称番号 ２～４ 

    

ボード番号 チャンネル

番号 

 

 子画面 

サイズ  

※ チャンネル名称番号について。 

マルチビューワは、入力チャンネル毎にチャンネル名称（イメージ）を４つ持ち、 

選択し表示可能です。 

   この為、チャンネル名称番号１～４がどのｊｐｇファイルか判別できるよう 

チャンネル名称番号を決めています。 

 

③ ＦＴＰ転送します。 

  １．転送先（マルチビューワ）にログインします。 

    ログインＩＤ mv  

        パスワード  mv 

  ２．転送する画像ファイルを圧縮します。 

    ・動作プリセット１を変更する場合 

     ファイル名をｉｍｇ１．ｔａｒ．ｇｚとします。 

    ・動作プリセット２を変更する場合 

     ファイル名をｉｍｇ２．ｔａｒ．ｇｚとします。 

  ３．／ｈｏｍｅ／ｍｖ／ｔａｒフォルダに圧縮したファイルをＦＴＰ転送します。 

 

④ チャンネル名称更新コマンド（０ｘ５０、０ｘ６４）を送信します。 

更新したいプリセット番号、更新数、更新するチャンネルを指定します。 

※コマンド詳細はＭＶ-３１２ＨＤ外部制御仕様を参照願います。 
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Ｖａｒ３．０ 

【例１】現在表示中のチャンネル番号Ｃ１のチャンネル名称を変更したい場合 

＜ＭＶの状態＞ 

現在表示中のプリセット１ 

Ｃ１の状態：子画面サイズ１／５ 

：チャンネル名称選択は２が選択されて表示している 

 

  ① サイズ２５６×３０のｊｐｇファイルを作成します。 

          

          
30 dot 

256 dot  

 

② ファイル名 ｃｈＣ１＿０９＿２．ｊｐｇにします。 

③ 圧縮ファイル名をｉｍｇ１．ｔａｒ．ｇｚとし圧縮し、ＦＴＰ転送します。 

④ 更新コマンド送信 

ＳＴＸ ０ｘ５０ ０ｘ６４ “１” “0１” “Ｃ１”  ETX を送信します。 

Ｃ１のチャンネル名称は、①で転送した画像イメージに表示は変わります。 

 

 

 

 

 

【例２】上の例で、Ｃ１のチャンネル名称選択は２が選択されて表示しているが、 

チャンネル名称選択１の名称ファイルを更新のみ行い、その後表示を切り替えたい場

合 

 

① サイズ２５６×３０のｊｐｇファイルを作成します。 

  ② ファイル名 ｃｈＣ１＿０９．ｊｐｇにします。 

③ 圧縮ファイル名をｉｍｇ１．ｔａｒ．ｇｚとし圧縮し、ＦＴＰ転送します。 

④ 更新コマンド送信 

ＳＴＸ ０ｘ５０ ０ｘ６４ “１” “0０” ETX を送信します。 

更新数が“００“なのでＣ１のチャンネル名称は、表示は変わりません。 

※マルチビューワ内部では表示書換え作業は行わず 

ＦＴＰで転送した圧縮ファイルを解凍し 

画像ファイルを作業フォルダに移動する処理のみを行います。 

 ⑤ チャンネル名称選択設定コマンド送信（０ｘ５０、０ｘ７０） 

ＳＴＸ ０ｘ５０ ０ｘ７０ “０” “Ｃ１” “１” ETX を送信します。 

  Ｃ１のチャンネル名称が書き換わります。 
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Ｖａｒ３．０ 

付録１．子画面サイズごとのｃｈ名称画像サイズの表を以下に記します。 

 

子画面 

サイズ 

縮小率 
文字 Xsize 文字 Ysize 

0 １ 1280 152 

1 4/5 1024 121 

2 3/4 960 114 

3 2/3 852 101 

4 3/5 768 91 

5 1/2 640 76 

6 2/5 512 60 

7 1/3 426 50 

8 1/4 320 38 

9 1/5 256 30 

10 1/5.3 242 28 

11 3/20 194 23 

 

付録１．チャンネル名称ファイルサイズ表 
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Ｖａｒ３．０ 

◇初期設定 

 設定ソフトにより、選ばれた画面構成（５×５なら２５面）に等分割し、全ての状態を初期化

します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 画面構成 ４×４ に等分割し、初期化を行った場合 

※ チャンネルレイアウト設定・背景設定・チャンネル詳細設定などは全て初期化されます。  
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Ｖａｒ３．０ 

◇等分割表示設定 

 設定ソフトにより、選ばれた画面構成（５×５なら２５面）に等分割表示します。 

 レイアウトが等分割となるだけでチャンネル名称、枠色、背景などは初期化されません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 画面が等分割表示さ
 

 

 

 

画面構成 ４×４ で等分割表示設定を行った場合 
れますが、背景設定・チャンネル詳細設定などは維持されます。 

 ２２



Ｖａｒ３．０ 

◇タイムアウト値 

 各コマンドのタイムアウト値 

   

CMD上

位 

CMD下

位 
コマンド名 

Time Out

値 

０ｘ５０ ０ｘ４１ 表示位置、サイズ設定 45秒 

０ｘ５０ ０ｘ４２ ＢＡＳＥ色、ブリンク設定 45秒 

０ｘ５０ ０ｘ４３ 表示ＯＮ／ＯＦＦ設定 45秒 

０ｘ５０ ０ｘ４４ オーディオ表示数設定 45秒 

０ｘ５０ ０ｘ４６ 枠色、ブリンク設定 45秒 

０ｘ５０ ０ｘ４７ フィルター設定 45秒 

０ｘ５０ ０ｘ５６ 背景合成ＯＮ／ＯＦＦ設定 45秒 

０ｘ５０ ０ｘ６０ チャンネルパラメータ一括設定 45秒 

０ｘ５０ ０ｘ６１ 動作プリセット選択設定 45秒 

０ｘ５０ ０ｘ６３ ファイル設定一括更新 4分 

０ｘ５０ ０ｘ６４ チャンネル名称更新 4分 

０ｘ５０ ０ｘ７０ チャンネル名称選択設定 45秒 

０ｘ５０ ０ｘ７１ チャンネル名称設定 45秒 

０ｘ５０ ０ｘ７２ コメントウィンドゥ設定 45秒 

０ｘ５０ ０ｘ７３ チャンネル名称表示ＯＮ／ＯＦＦ設定 45秒 

０ｘ５２ ０ｘ４１ 表示位置、サイズ問い合わせ 45秒 

０ｘ５２ ０ｘ４２ ＢＡＳＥ色、ブリンク問い合わせ 45秒 

０ｘ５２ ０ｘ４３ 表示ＯＮ／ＯＦＦ問い合わせ 45秒 

０ｘ５２ ０ｘ４４ オーディオ表示数問い合わせ 45秒 

０ｘ５２ ０ｘ４６ 枠色、ブリンク問い合わせ 45秒 

０ｘ５２ ０ｘ４７ フィルター問い合わせ 45秒 

０ｘ５２ ０ｘ５３ 入力状態問い合わせ 45秒 

０ｘ５２ ０ｘ５４ 機器状態問い合わせ 45秒 

０ｘ５２ ０ｘ５６ 背景合成ＯＮ／ＯＦＦ問い合わせ 45秒 

０ｘ５２ ０ｘ５７ 出力同期状態問い合わせ 45秒 

０ｘ５２ ０ｘ６０ チャンネルパラメータ一括問い合わせ 45秒 

０ｘ５２ ０ｘ６１ 動作プリセット選択問い合わせ 45秒 

０ｘ５２ ０ｘ６２ チャンネル数問い合わせ 45秒 

０ｘ５２ ０ｘ６３ ファームバージョン問い合わせ 45秒 

０ｘ５２ ０ｘ７０ チャンネル名称選択問い合わせ 45秒 

０ｘ５２ ０ｘ７１ チャンネル名称問い合わせ 45秒 

０ｘ５２ ０ｘ７２ コメントウィンドゥ問い合わせ 45秒 

０ｘ５２ ０ｘ７３ チャンネル名称表示ＯＮ／ＯＦＦ問い合わせ 45秒 

０ｘ５２ ０ｘ８０ DVI 入力情報問い合わせ 45秒 
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Ｖａｒ３．０ 

＜DVI 基板 背面の機能＞ 

 
 

 

 

 

 

① CHAIN HD

 他のＩ／

 

② CHAIN HD

 他のＩ／

  ※DVI

 

③ CHAIN HD

 他のＩ／

 

④ CHAIN HD

 他のＩ／

 

⑤ DVI IN １

 DVI 映像

 デジタル

 

＜Ｉ／Ｏ基板 

 

 

 

筐体のフロント

 

⑥ メンテナン

使用しませ

 

⑦ ロータリス

  使用しませ

 

⑧ テストモー

  通常使用時

  ０以外を指

1 2

DVI INC H A I N H 
B B

D   D-S I IN H  D-SDI OUT

⑤② ①

⑥

-SDI I
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前面の機

パネル
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ん。 

イッチ 

ん。 

ド切替ス

は０を

定した

 

⑦ 
N Aコネ

からのH

N Bコネ

からのH

背景に設

UT Aコ

または出

UT B コ

または出

ネクタ 

入力しま

力が可能

能＞ 

を開くと

タ 

イッチ 

設定して

場合、外

③

 ⑧ 
クタ 

D-SDI O

クタ 

D-SDI O

定する場

ネクタ

力基板の

ネクタ

力基板の

す。 

です。 

 

上の図の

ください

部の制御

 ④
UT Aを接続します。 

UT B を接続します。 

合は、最終段に基板を実

 

HD-SDI IN A へ接続し

 

HD-SDI IN B へ接続し

ようにロータリスイッチ

。 

に関係なくテストモード

 ２４
装します。 

ます。 

ます。  
が配置されています。 

で動作します。 



Ｖａｒ３．０ 

◇DVI 入力機能説明 

  ① 表示設定 

   DVI 入力を表示、非表示に設定することができます。 

② DVI背景表示 

DVI入力を背景として表示することができます。 

背景の表示方法は、背景スクイーズ、背景Ｈフル、背景Ｖフル、背景等倍の4種類から 

設定することができます。 

 

    背景等倍 

     背景を拡大縮小せずに、そのまま表示することができます。 

 

 
 

 

 

    背景スクイーズ 

     背景を縦横いっぱいに表示することができます。 

     ※DVI 背景表示領域設定を出力モニタと同じサイズに設定して下さい 

 

 
 

 

. 

 ２５



Ｖａｒ３．０ 

 

    背景 Hフル 

     背景をＨ方向いっぱいに表示することができます。 

     ※DVI 背景表示領域設定を出力モニタと同じサイズに設定して下さい。 

 

 
 

 

 

    背景Ｖフル 

     背景をV方向いっぱいに表示することができます。 

     ※DVI 背景表示領域設定を出力モニタと同じサイズに設定して下さい 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

※DVI 基板が最終段に接続されていないと 

子画面が背景に隠れてしまうことがあります。 

 

 

 

 

 ２６



Ｖａｒ３．０ 

  ③ DVI子画面表示 

  DVI入力を背景として表示するほかに、各チャンネルと同じように子画面として 

表示することができます。 

子画面として表示する場合、子画面のアスペクト比を16対9、4対3、16対10、5対4 

の4種類の中から設定することができます。 

 

アスペクト設定 

DVI入力のアスペクト比を設定することができます。 

入力されているDVI信号と同じアスペクト比を設定してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜例・DVI入力ソース(1920X1200) この場合16対10を設定してください。＞ 

DVI入力ソースの詳細はDVI詳細設定画面に表示されます。 

 

※DVIに入力可能な範囲はVGA(640X480)からWUXGA(1920X1200) 

までになります。 
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Ｖａｒ３．０ 

＜Ｉ／Ｏ－２Ｔ基板 背面の機能＞ 

 
 

 

 
⑤ ② ①
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＜Ｉ／Ｏ基板 

 

 

 

筐体のフロント

 

⑦ メンテナン

使用しませ

 

⑧ ロータリス

  使用しませ

 

⑨ テストモー

  通常使用時

  ０以外を指
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UT Aを接
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HD-SDI IN

 

HD-SDI IN

力します。

ようにロー

。 

に関係なく

 ２８
⑥ 

続します。 

続します。 

 A へ接続します。 

 B へ接続します。  

 

⑦ 
タリスイッチが配置

テストモードで動作
されています。 

します。 



Ｖａｒ３．０ 

◇時計機能説明 

① 表示設定 

  時計ウィンドウを表示、非表示に設定することができます 

 

② 表示選択設定 

  時計に表示される時間を、LTC入力から受信した時間と、MV内部時計の時間から 

設定することができます。 

 

③ 時計レイアウト設定 

  時計のレイアウトを設定することができます。 

  日付、デジタル時計、アナログ時計の3種類の表示順を並べ替えたり、それぞれ 

表示、非表示を設定することができます。 

 

＜時計レイアウト＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   日付、デジタル時計、アナログ時計の表示順を並べ替えることができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1種類だけの表示にしたり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2種類の表示も可能です。 

※日付はMV内部時計の日付を表示します。 

 

 

④ 表示色設定 

  日付、デジタル時計の文字色を設定することができます。 

 

 ２９



Ｖａｒ３．０ 

 

お問い合わせ先 
 

お買い上げいただきました弊社製

品についてのアフターサービスは、

お買い上げの販売店におたずねく

ださい。 

なお、販売店が不明の場合は弊社

へお手数でもご連絡ください。 

ＴＥＬ

担 当

販売店：

故障・保守サービスのお問い合わせは 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

製品の操作方法に関するお問い合わせは 

 無断転載禁止 

アルビクス株式会社  
 

〒９５９－０２１４ 

新潟県燕市吉田法花堂１９７４－１ 

ＴＥＬ：０２５６－９３－５０３5 

ＦＡＸ：０２５６－９３－５０３８ 
 

 

 ３０


